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Sakaki）郡のクバンナンドゥオシルカム（Kubang Nan Duo Sirukam）、アラハンパンジャン（Alahan 
Panajang）のコンベンション・ホール、そのほか2ヵ所に設置された。避難勧告が出されたのは次の5郡。レ
ンバンジャヤ（Lembang jaya）、グヌンンタラン（Gunung Talang）、ダナウケンバル（Danau Kembar）、ブキッ















































































































































































































































































































































































































































ンドネシア基金（Yayasan Muslim Aid Indonesia）をバンダアチェに設立する」とのこと。支援事業の中心
は教育、住宅、給水、公衆衛生などの分野で、移動診療所やカウンセリングも提供していく予定。イマン会計
担当は「将来的にアチェの人びとが自ら資金を運用し、自らをケアしていけるような計画を立案している。






















































































































































































































360 CIAS Discussion Paper No.54 2004年スマトラ沖地震・津波復興史Ⅰ
てのインドネシア共和国という枠組みのなかで議論を行うことについて合意に達しており、「独立につい
て議論しないことでは意見の一致を見ている」という。アチェ経済を統括する規則をどのようにするかに
ついても議論されているが、これも、解釈の相違はなく、すでに実質的な内容に踏み込んだ議論になってい
るという。（Tempo Interaktif 2005.4.15）
インドネシア政府と自由アチェ運動　全面的な解決達成を目指す
インドネシア政府と自由アチェ運動の代表は4月16日、フィンランドの首都ヘルシンキで行われた第3回
平和交渉の後、「アチェ問題を解決し、持久的で、全面的な解決を求めるために、共に努力していく」と表明
し合いました。今回の5日間に亘る平和交渉は、フィンランドのアハティサーリ元大統領が主催したもの
で、交渉に参加した双方は、これからの交渉における指針的原則について合意に達すると共に、地域的組
織が、交渉双方の担うべき義務履行を監督することに歓迎の意を表しました。双方は、5月26日、ヘルシン
キで第4回平和交渉をおこなう予定です。伝えられるところによりますと、双方は今回交渉で主にアチェ
での自治実施問題について討議しましたが、この問題は自由アチェ運動の代表が提案したものです。（CRI 
2005.4.17）
アチェ和平対話、政府と独立派「自治政府樹立」で一致
ヘルシンキで開かれていたインドネシア政府と同国アチェ州の独立派武装組織「自由アチェ運動」（GAM）
との第3回和平対話は4月16日、終了した。対話では、GAMが独立要求を事実上棚上げにして自治政府樹立
を目指す方向で初めて一致。政府が提唱する「7～8月の和平合意実現」（ユスフ副大統領）に向け、一定の前
進をした。次回対話は5月26日～31日に行われる。対話を仲介したフィンランドのアハティサーリ前大統
領によると、双方は和平合意が成立した場合、欧州連合（EU）や東南アジア諸国連合（ASEAN）など地域機
構による停戦監視や監査の受け入れを容認。GAM構成員の社会復帰や政治参加に向けた協議の促進、同州
から輸出される天然資源の利益配分の透明性確保などでも合意した。ただ、インドネシア国軍は4月14日
に3000人の部隊の増派を決めたほか、現場では戦闘が続いている。GAMも独立要求の放棄を正式表明し
たわけではなく、なお不確定要素が多い。（読売新聞 2005.4.17）
GAMとインドネシア政府との協議、次回は5月末
インドネシア政府とGAMは4月16日、第4回和平協議を5月26～31日に開催することで合意した。仲介役
となった危機管理マネジメントのマルティ・アティサアリは、協議の様子を「見通しは明るく建設的なもの
だった」と説明した。アティサアリによれば、両者は「恒久的かつ包括的な解決」の実現に努力し続けること
で合意しているという。現在、アチェにおける統治のあり方と総選挙制度を改革する可能性について議論
する枠組みづくりを行っているほか、GAMゲリラ兵士に対する恩赦、汚職の撲滅について議論を続けてい
る。また、中央政府とアチェ政府とのあいだの予算配分についても見直しが行われている。交渉が続けられ
ている間、現場における双方の実戦部隊の動きをどのようにコントロールするかについては、リージョナ
ルな組織〔ASEANなどを想定していると思われる〕が今後何らかの役割を担うことも検討されているとい
う。（Antara 2005.4.17）
大統領「津波によって紛争被害者が減少した」
スシロ・バンバン・ユドヨノ大統領は4月25日、アチェを襲い16万人を犠牲にした津波が、結果としてイン
ドネシアで紛争による死者数を減少させたとの見解を述べた。「紛争という点から見れば、事態はコント
ロールされており、これはよいニュースだ」「アチェ州とパプア州では紛争による人的被害が最小に抑えら
れている」。2004年12月の津波はアチェで12万6000人以上を犠牲にしたが、ジャカルタ政府と反乱勢力
の双方に対し、和平協議を再開させる契機となっていた。（Jakarta Post 2005.4.26）
361アチェ、ニアス復興のあゆみⅢ　2005年3月28日～4月29日
その他
香港俳優のインドネシア訪問で華人の地位改善を
香港の人気俳優ジャッキ ・ーチェンとエリック・ツァンは4月17日にインドネシアを訪れ、被災地を訪ねる
とともに、ユドヨノ大統領と面会する予定であるとのこと。3月29日にスマトラ沖で再度地震があったが、
インドネシアを訪れようというエリック・ツァンの意志は揺るぎない。エリック・ツァンは、すでにアチェ
の被災地を訪れたジョップマン・トーとセシリア・ジョンにも同行を呼びかける考えとのこと。この訪問は
インドネシア側がアレンジしたもので、エリック・ツァンはこの機会を通じてユドヨノ大統領と華人の関
係をより近づけ、インドネシアで華人の排斥が起こらないようにしたいと語る。（星洲日報 2005.3.30）
ジャッキ ・ーチェンなどがアチェに到着
ジャッキ ・ーチェン、エリック・ツァン、2004年ミス中華の李詩琪、2004年ミスワールドのマリア・ジュリ
ア・ガルシア・マンティラ、フェニックス・テレビ（鳳凰衛視）の呉小莉キャスターなどが4月18日、津波被災
者を訪問するためインドネシアのアチェ州に到着した。この訪問はフェニックス・テレビが企画した。（星
洲日報 2005.4.19）
【フェニックス・テレビ：1996年3月に開局した中国語の衛星テレビ局。アジア地区50数ヵ国と、ヨーロッパ・
北米40カ国で中国語番組を提供している。（篠崎）】
ジャッキ ・ーチェン、インドネシアで慈善コンサートを計画
ジャッキ ・ーチェンとエリック・ツァンはインドネシアに3日間滞在し、自分の目で津波被災地の状況を見
てきた。被災地の経済活動を振興するため、世界各国の歌手をインドネシアに招いてコンサートを行う計
画を立てているという。今回の訪問で一行は、インドネシアのユドヨノ大統領からインドネシア人も中国
人も同じ家族であるとの言葉を得た。一行は4月18日に津波の被害が最も大きかったアチェ州を訪れたほ
か、華人の人口が多いメダン市を訪れ、同市最大の避難民収容所を訪問した。ジャッキ ・ーチェンは突き動
かされたようにこう語った。「インドネシアに来たのは今回が初めて。インドネシアの状況はよく分からな
かったが、彼らを助けなくてはと思っていた。慈善活動や災害支援は国や民族を問わず、互いに分け隔てな
く行われるべきものだからだ。今回インドネシアを訪問したぼくたちの一行には、フェニックス・テレビの
スタッフもいるし、ミスワールドやミス中華、ミスインドネシアもいる。ぼくらは全世界の愛を携えてイン
ドネシアにやって来たんだ」。（星洲日報 2005.4.21）
